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研究成果の概要（和文）：最大の成果は、石澤靖典・森岡卓司編『大正・昭和期における東北の写真文化』(山
形大学人文社会科学部叢書13 2021.3 ISBN9784907085124 非売品)の刊行である。本書は、大正期と昭和期にお
ける東北全域の写真文化史をカバーする内容の論集であり、類書に例のない充実した内容を有している。この他
にも、合計3回のシンポジウムの主催と報告書の作成、複数回の研究集会の開催、学会参加、一般向けイベント
の共催などを通じて、近代東北の写真文化史が持つ重要性を解明し、学界及び一般社会に広くアピールしてき
た。

研究成果の概要（英文）：In addition, we emphasized the importance of the history of photographic 
culture in modern Tohoku by hosting symposiums, preparing reports, holding research meetings, 
attending academic conferences, and co-sponsoring public events.

研究分野： 近代日本文学・文化

キーワード： 写真文化史　地方表象

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
記録から芸術的表現、そして報道、リアリズムへと、目まぐるしく揺れ動いた近代日本の写真文化史のなか、東
北地方の写真文化がどのように発生、展開していったのか、広範かつ具体的な資料調査によって明らかにした。
さらに、そうした東北写真文化史の動きと、文学や社会現象までも含む文化的言説全体との関わりを明らかにし
た。こうした研究活動を推進するなかで、関連する美術館、博物館等の機関と大学とのあいだに、全東北をカバ
ーするネットワークができたことも、大きな社会的意義を持つ成果である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
 
国際ドキュメンタリー映画祭をはじめ、映像文化との関わりが深い山形であるが、県内および

東北の写真文化の形成史にかんする学術調査は蓄積に乏しく、その実態は従来ほとんど明らか
にされてこなかった。 
江戸末期に日本に輸入された写真術は、当初は横浜や長崎、函館など欧米との通商の窓口とな

る港町で受容されたため、これまでの幕末の写真史においては、営業写真の開祖とされる「東の
下岡蓮杖（横浜）、西の上野彦馬（長崎）」に主たる注目が集まってきた。一方、明治維新後につ
いては、彼らの門下にあたる横山松三郎や内田久一、清水東谷といった東京の写真家の活動が主
たる研究対象となる。 
それに対し、東北の写真文化に関しては、これら「中央」の文明開化に追随する「周縁」の動

きとして、もっぱら挿話的に扱われるのが一般的であった。 
 しかし東北における写真文化の普及はそうした首都圏の動きと連動していたばかりでなく、
確固とした独自性をも有していることが注目されつつあった。 
そのきっかけとなったのは、1983 年に山形県立図書館で開催された菊池新学に関する展覧会

である。天童出身の菊池新学は、早くも明治元年には山形市内で写真館を開業し、東北初の職業
写真師となった。明治 9 年に山形県令三島通庸から「御用写真家」に指名され、県内に新造され
た洋風建築物、橋梁、道路、トンネルなどを写真撮影している。その仕事は明治 14 年の明治天
皇東北巡幸のさいに『山形県写真帖』として一冊にまとめられ、近代化する地方の記録として貴
重な証言をもたらすこととなった。 
こうした新学の仕事を概観した前述の展覧会は、東北の写真文化が「近代の地域表象」として

首都圏とは異なる独自性を内包するものであり、個別の調査対象となりうることを認識させる
のに十分なものであった。 
しかし、研究開始時点において、その調査対象や研究テーマは散発的なものにとどまっており、

一つの大きな研究史を形成するに至っていなかった。また学術論文についても、新学や弟子の動
向に関する基本データの整理といった性格が強く、基礎研究の段階にとどまっていた。 
本研究はこれらの課題に応えるべく、地域表象や視覚文化論など多分野から選出した専門家

を研究分担者及び研究協力者に加え、県内全域的なフィールドワークのもと、東北の写真文化に
関する学術基盤の構築を目指した。 
 
２．研究の目的 
 
明治初期から昭和戦後期にかけての東北地方における写真文化の形成過程と視覚資料の調査研

究をおこなうことが、本研究の目的であった。 
具体的には、a）東北における写真文化の系譜を再構成し、b）絵画などの他の視覚メディアと

写真がいかなる共同関係にあったかを検証、c）最終的に美術史、地域文化史、表象文化論など
多様な観点から総合的に近代山形における都市イメージの成立や地域表象の特質を明らかにす
ることを目指した。そのための学術的基盤として、ｄ）東北最初の写真家として明治元年に山形
市内に写真館を開設した菊地新学（1832-1915）とその弟子たちの系譜をたどり、彼らの残した
写真資料を整理し体系化することも、研究スタート期の目的のひとつであった。 
 
３．研究の方法 
 
本研究の目標を達成するためには、山形県内および東北の各地域における写真館および県立図

書館、博物館を中心として、既存資料の整理および新出資料の発見に努める必要があった。それ
ら基礎データにもとづき、絵画や文学などを含めた文化史的意義を検討するためである。 
こうした、具体的なテーマに即して機能する広域研究組織を作り上げることが、本研究に必要

な方法であった。 
年次計画としては、対象とする時代範囲を「明治」、「大正・昭和初期」、「戦後」の３期に分け、

平成 28～30 年度の各年度でこれらを個別に検証することにした。平成 31年度は、山形の地域表
象を相対化するために、東北の各地域との比較検討をおこない、最終年度においてそれまでの研
究成果を総合し、学術シンポジウムを開催した上で、論文集を発行することにした。 
 
４．研究成果 
 
石澤靖典・森岡卓司編『大正・昭和期における東北の写真文化』(山形大学人文社会科学部叢書

13 2021.3 ISBN9784907085124 非売品)を編集、刊行した。 
これは、全研究期間を通じた成果の報告書であり、この間に形成した研究ネットワークによっ

て、東北全県から執筆参加を得て、大正・昭和期における東北全 域の写真文化史をカバーする
ことに成功した。また、東北写真文化史をひろく同時代文化史にひらくための試みとして、収録
論文の概要を俯瞰する「緒言」を置くほか、日本近代文学史から写真文化にアプローチした論考
2編も収録するなど、これまでの類書に例のない充実した内容になった. 
本書については東北各地の図書館、大学等の研究機関をはじめ、博物館、記念館等の全国の関



連研究展示施設、関連分野の研究者に送付するほか、山形大学リポジトリを利用したインターネ
ット上の公開も行い、研究成果の社会的な還元につとめている。このことによって、所期の研究
目的のうち a)c)はおおよそ達成できたと考えている。 
 また、同書の刊行に至るまで、合計 3回のシンポジウムを開催し、2冊の研究報告書を刊行し
ている。「近代都市の相貌 明治山形の写真・絵画・建築」（平成 28.10）、「大正・昭和期におけ
る東北の写真文化」（平成 30.12）の 2 回のシンポジウムとその報告書を通じて、研究目的のう
ち b)d)についても成果を挙げられたと考えている。 
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